
修了生の活躍 

令和６年９月修了生 齊藤有司さん  

Ｑ．技術校に入校したきっかけ 

 派遣から正社員になるため求職活動中に技術校のことを

知り、資格を取りながら就職サポートを受けられることと、

就職率が 100％であったことに魅力を感じ、溶接・板金コー

スを希望しました。 

 

Ｑ．技術校に入校するにあたって不安だったこと 

 溶接・板金についての作業が初めてであったことと、資格を取りながら就職することができるか

どうかについて、少し不安でした。 

 

Ｑ．技術校で印象に残っていること 

 体験入校で初めて溶接を経験し、新鮮で楽しかったこと。在校中には、溶接・板金作業だけでな

く、塗装やグラインダー等様々な基礎を学ぶことができたこと。溶接技能者評価試験の３種目（N-

2F、SN-2F、TN-F）に挑戦し、３種目合格できたことは自信に繋がりました。 

 

Ｑ．技術校の就職活動に対してのサポートの印象 

 百戦錬磨の職員の方々が履歴書と職務経歴書の書き方やアピールすべきポイント等数多くのア

ドバイスをくださり、頼りになりました。 

 

Ｑ．技術校で学んだことで現在のお仕事に役立っていること 

 現在は、製品を溶射する産業用ロボットのオペレーター

を主にしています。その作業に付随することで、治具の修

復や作業効率向上のために溶接作業を頼まれることがあり

ます。溶接の資格を持っていることにより先輩から頼られ

ることがあるため、資格取得したことが役立っています。 

 

Ｑ．将来の目標は 

 製品の仕上げ作業はまだまだ未熟な部分が多いので技術

を上げて、人に教えられるようになりたいです。 

 

Ｑ．入校を検討している方へメッセージ 

 資格取得のための実技の指導員と就職のアドバイスをしてくれる支援員がサポートしてくれる

ので、必要なのは自分のやる気次第です。自分のやりたいこと、好きなことを見つけたいと思うな

らチャレンジしてみてください。始めは興味が無くても体験して好きになることもあります。手に

職を持つと仕事の幅が広がるので、非常に有意義な場だと思います。  



 

TGTS 株式会社 生産部部長 笹田智博 様より 

Ｑ．貴社の業務内容 

 ＴＧＴＳは火力発電向けガスターピンエンジン部品の修

理を手掛ける、ＧＥ Ｖernova と東芝の合併企業です。世

界の発電用ガスターピン市場で約 1/3 のシェアを持ち、修

理工場を世界に約８拠点展開。グローバルなネットワーク

を活用し、「センター・オブ・エクセレント（ＣｏＥ）」ア

プローチにより、高品質で一貫した修理サービスを提供し

ています。 

 

Ｑ．技術校生の活躍、職務内容等 

 技術校生は、専門的な知識と技術を活かし、火力発電所向けガスタービンのリペアサービスに

おいて重要な役割を果たしています。彼らはチームの一員として、運用効率の向上やメンテナン

スの品質改善に貢献しています。また、新しい技術の導入や改善提案を行うことで、企業の技術

的な発展に寄与しています。 

職務内容としては、高い精度と安全性を確保するために必要なスキルを活かしています。修理

に必要な検査・分解組立・溶接・仕上げ・溶射と日々の業務を通じて、より深い専門知識を習得

し、技術的な課題に対しても積極的に取り組んでいます。 

 他の修了生については、10 年前入社の修了生は、現在サブグループリーダーとして活躍、15 年

前入社の修了生は、リーダーを経てマイスターとして活躍中です。 

 

Ｑ．技術校生を採用することのメリット、期待していること 

 〇 専門的知識と実践力 

技術校生は教育課程ですでに専門的な知識と実践的なスキルを身につけているため、即戦力と

して活躍することが期待できます。彼らはすぐに業務に適応し、効率的に作業を進めることがで

きます。 

 〇 新しい視点の提供 

若い技術校生は最新の技術やトレンドに対する理解を持ち、企業に新しい視点や革新的なアイ

デアをもたらすことができます。これにより、企業の技術革新や業務改善に貢献することが期待

されます。 

 〇 継続的な成長と適応力 

技術校生は学び続ける意欲が高く、企業の変化するニーズに迅速に対応する能力を持っていま

す。これにより、企業は長期的な成長を支える人材を確保することができます。 

 

Ｑ．貴社の今後の展望、採用計画等 

 ＴＧＴＳではＧＥ Ｖernova 製新型ガスタービンＨＡ型の燃焼器修理の世界唯一の修理工場と

して担うことが決まり、海外からの受注増加に向け増産体制を構築しています。2027～2028 年に

は今年の受注の 1.5 倍となり人材の採用について、数年間は引続き採用していく計画です。 


